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備　　　　考
科目
区分

授業科目の名称

（１） 授業科目表

＜保健医療技術学部　看護学科＞

２　授業科目の概要

1前

1･2･3後

1

21･2･3前 1

1

配 当
年 次

助　教

2

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授

2

助　手講　師必　修 選　択 自　由

人間共生論 授業内容の充実を図るため、兼任教
員を追加（26）
　兼任　森下英美子を追加

授業内容（自校教育）の充実を図る
ため、専任教員を追加（28）
　教授（学長）　工藤秀機を追加

新・文明の旅特講ａ 授業内容の充実を図るため、自学部
他学科の教員へ変更（26）
  島田昌和　→　中俣　修
　　　　　　　　齋藤　慶一郎

平成27・28年度は未開講（27）

授業内容の充実を図るため、自学科
准教授へ変更（29）
絹川直良　→　木村学
中俣修・齋藤慶一郎　→　市川香織

新・文明の旅特講ｂ 授業内容の充実を図るため、自学部
他学科の教員へ変更（26）
  島田昌和　→　中俣　修
　　　　　　　　齋藤　慶一郎

平成27・28年度は未開講（27）

授業内容の充実を図るため、自学科
准教授へ変更等（29）
絹川直良　→　木村学
中俣修・齋藤慶一郎　→　市川香織

新・文明の旅総合講義 1･2･3･4前 2 平成26年度は未開講（26）

授業内容の充実を図るため、自学部
他学科の教員へ変更（27）
  島田昌和　→　中俣　修
　　　　　　　　齋藤　慶一郎

平成28・29年度は未開講（28）

地球環境論Ⅰ 1前 2

地球環境論Ⅱ 1後 2

心理学概論 1前 2

人間関係論 1後 2

生命科学（生命倫理） 1後 2

哲学 1後 2

1前

法学 1前 2

医療心理学 3前 2 授業内容の充実を図るため、専門性
の高い兼任教員へ変更（28）
　木附千晶　→　木村登紀子

兼任教員の退職に伴う変更（29）
　木村登紀子→大野美千代

医療経済学 1後 2 授業内容の充実を図るため、兼任教
員を追加（28）
　兼任　森田光治良を追加

保健体育学 1前 2

授業内容の充実を図るため、兼担教
員から専門性の高い兼任教員へ変更
（26）　小泉博明　→　吉田修馬

兼任教員の退職に伴う変更（28）
吉田修馬　→　長門裕介

より専門性の高い兼任教員が就任し
たことにより、一部担当していた兼
担教員（島田燁子）を除外（28）

時間割調整の結果、開講時期を変更（29）
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兼 1
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1
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兼 1
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1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1
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兼 1

兼 1

兼 1

兼 1
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必　修 選　択

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

保健体育学実習 1前 1

国語表現論 1前・1後 1 授業内容の充実を図るため、2クラス
に分けて同授業を前・後期に実施す
るため開講時期を変更（26）1前

英語Ⅰ 1前 1 兼担教員から兼任教員へ変更（28）
　加藤佐和子　→　藤田崇夫

英語Ⅱ 1後 1 兼担教員から兼任教員へ変更（28）
　加藤佐和子　→　藤田崇夫

基
礎
分
野

医療英語演習Ⅰ 2前 1 授業内容の充実を図るため、専門性
の高い兼任教員を追加（27）
　兼任　橘広司を追加

兼任教員の退職に伴う変更（29）
　石田行知・橘広司
　→根本崇宏

医療英語演習Ⅱ 3前 1 兼担教員から兼任教員へ変更（28）
　石田行知　→　藤田崇夫

物理学 1後 2 系統別授業の見直し（前期で数学を
履修した後に物理学を履修）により
開講時期を変更（26）1前

生物学 1前 2 授業内容の充実を図るため、兼任教
員を追加（26）
　兼任　野部裕美を追加

化学 1前 2

数学 1前 2

統計学（保健統計学含む） 1後 2

海外異文化理解・研究Ⅰ 2･3･4前 4 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己

海外セメスター語学研修Ⅰ 2･3･4前 4 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己

海外異文化理解・研究Ⅱ 2･3･4前 4 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己

海外セメスター語学研修Ⅱ 2･3･4前 4 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己

海外語学（英語）研修Ⅰ 2･3･4前 2 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己

海外語学（英語）研修Ⅱ 2･3･4前 2 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己

海外語学（該当英語外）研修Ⅰ 2･3･4前 2 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己

海外語学（該当英語外）研修Ⅱ 2･3･4前 2 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己

海外語学（中国語）研修Ⅰ 2･3･4前 2 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己

海外語学（中国語）研修Ⅱ 2･3･4前 2 兼担教員の退職に伴う変更（29）
坂井泰　→　藤谷克己
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科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

必　修 選　択 自　由

専
　
門
　
基
　
礎
　
分
　
野
（

次
頁
へ
続
く
）

人体の構造と機能Ⅰ(解剖・生理学) 1通 3 カリキュラム編成の見直しにより解
剖学分野の授業内容（医師の観点か
ら教授）とするため開講時期と担当
教員を変更（26）
樋口桂（解剖）・坂井泰（生理）
→　山口久美子（解剖）

1前

人体の構造と機能Ⅱ(解剖・生理学) 1通 3 カリキュラム編成の見直しにより生
理学分野の授業内容とするため開講
時期と担当教員を変更（26）
樋口桂（解剖）・坂井泰（生理）
→　坂井泰（生理）
授業内容の充実を図るため、専門性
の高い兼任教員を追加（27）
　兼任　山口（秋山）眞紀を追加

兼任教員の退職に伴う変更（29）
　山口（秋山）眞紀→野部裕美

1後

生化学 1前 2

栄養学 1後 1

運動学 1後 1

人間の発達と健康Ⅰ(母胎期～青年期) 1後 2 2 2  兼 2 カリキュラム編成の見直しにより成
人領域の内容を他科目で実施するた
め一部担当教員の適用を除外（26）
27年度就任の専任教員は26年度のみ
兼任教員として採用（26）
　中村由美子（教授）→兼任
　大橋優紀子（准教授）→兼任
専任教員として就任（27）
　中村由美子（教授）

　大橋優紀子（准教授）

1 1

3 4

人間の発達と健康Ⅱ(成人期～老年期) 2通 2 2 2 3 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（27）
 助教　安藤千晶（老年）を追加2前 2

1 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
 助教　宮本さとみ（老年）を追加

時間割調整の結果、開講時期を変更
（28）

専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）

病理学 2前 2

微生物学 1後 2 時間割調整の結果、開講時期を変更
（26）

1前

生体防御学 1後 1

薬理学 2前 2 兼担教員の退職に伴う変更（29）
　石田行知
　　→坂井敦・小川裕美子

病態治療学Ⅰ 2前 2 1 授業内容の充実を図るため、専門性
の高い兼任・兼担教員を追加（27）
　医師　二神生爾（消化器内科）

　医師　辰口篤志（消化器内科）

　医師　藤田和恵（呼吸器内科）

　医師　茂木孝（呼吸器内科）

　医師　弦間昭彦（呼吸器内科）

　医師　須田智（神経内科）

　医師　阿部新（神経内科）

　医師　原田結花（血液内科）

兼任教員の退職に伴う変更（28）
　弦間昭彦→峯岸裕司（呼吸器内科）

専任教員等の配置
備　　　　考

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手
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11

2

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

3

3

3

病態治療学Ⅱ 2前 2 1 授業内容の充実を図るため、専門性
の高い兼任教員を追加（27）
　医師　長尾元嗣（内分泌科）

　医師　稲垣恭子（内分泌科）

　医師　桑名正隆（膠原病・リウマチ科）

　医師　峯克也（産科・婦人科）

　医師　竹下俊行（産科・婦人科）

　医師　大久保公裕（耳鼻咽喉科）

　医師　飯澤典茂（整形外科）

　医師　原田太郎（内分泌・代謝内科）

　医師　富野康日己（腎臓内科）

時間割調整の結果、開講時期を変更
（27）

兼任教員の退職に伴う変更（28）
　長尾元嗣→福田いずみ（内分泌科）

　 峯克也→明樂重夫（産科・婦人科）

兼任教員の退職に伴う変更（29）
　桑名正隆
　　→五野貴久（膠原病・リウマチ科）

　　→岳野光洋（膠原病・リウマチ科）

　竹下俊行
　　→山本晃人（産科・婦人科）

2後

臨床検査学 2前 2 兼担教員の退職に伴う変更（28）
　下村弘治→大久保滋夫

公衆衛生学 2後 1 時間割調整の結果、開講時期を変更
（28）

2前

保健医療福祉行政論 2後 2

疫学 2前 2

社会保障論 2後 2 兼任教員の退職に伴う変更（29）
　藪長千乃→益田幸辰

社会福祉論 2後 2 時間割調整の結果、開講時期を変更
（27）

2前

医療安全学 2後 2

専
　
門
　
分
　
野
（

次
頁
へ
続
く
）

看護学概論 1前 2 1

看護コミュニケーション論 1前 1 1 2 カリキュラム編成の見直しにより同
領域（職位）の専任教員に変更
（26）
　早尾弘子　→　渋谷寛美

授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　准教授　二宮彩子を追加

看護展開論 1後 1 1 2 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（26）
　専任　庄司真奈美を追加3

2 専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）

看護倫理学 2後 2 1

アセスメントと看護技術Ⅰ(日常生活支援援助) 1後 2 1 1 2 1 専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）

助手の退職（29）

アセスメントと看護技術Ⅱ(治療過程支援援助) 2前 2 1 1 2 1 専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）

助手の退職（29）

アセスメントと看護技術Ⅲ(療養生活支援援助) 2後 2 1 1 2 1 専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）

助手の退職（29）

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 助　教 助　手

専
　
門
　
基
　
礎
　
分
　
野
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22
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野
（

次
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）

1

1

1

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

アセスメントと看護技術Ⅳ(健康の保持・増進援助) 3前 1 1 1 授業の一貫性を図るため、オムニバ
スではなく1名の教員（基礎看護学領
域・教授）が担当。基礎看護学領域
の内容に重点を置き、地域看護学領
域の内容を他科目（健康教育論）で
実施するため一部担当教員の適用を
除外（27）

地域看護論 2後 2 1 1 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　助教　貞廣彩子

健康教育論 2後 1 1 1 1 授業の一貫性を図るため、オムニバ
スではなく1名の教員（地域看護学領
域・准教授）が担当。地域看護学領
域の内容に重点を置き、基礎看護学
領域の内容を他科目（アセスメント
と看護技術Ⅳ）で実施するため一部
担当教員の適用を除外（27）

授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　助教　貞廣彩子

基礎看護学実習Ⅰ(地域における生活者の理解) 1後 1 1 1 2 1 専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）

助手の退職（29）

3

基礎看護学実習Ⅱ(対象理解) 2前 1 1 6 2 専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）

専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）

助手の退職ならびに休職（29）

7

基礎看護学実習Ⅲ(日常生活援助) 2後 2 7 1 専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）

専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）

助手の退職（29）

8

急性期看護論 2前 3 3 2 3 1 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（27）
　教授　湯本敦子（母性）を追加
　　　　中村由美子（小児）を追加
　　　　奥原秀盛（成人）を追加

系統別授業の見直し（前期に病態治
療学Ⅰ・Ⅱと同時に急性期看護論を
履修）により開講時期を変更（27）

2後 2

授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　助教　江藤千里（小児）

助手の休職（29）

慢性期看護論 2通 3 2 3 2 1 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（27）
　教授　中村由美子（小児）を追加22後 1

授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　准教授　大橋優紀子（小児）

助手の休職（29）

時間割調整の結果、開講時期を変更
（29）

終末期看護論 3前 2 2 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　教授　中村由美子（小児）1

救急救命看護論 3前 1 1 1 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　准教授　桑原美弥子（成人）

助　教 助　手

科目
区分 必　修 選　択

備　　　　考
自　由 教　授 准教授 講　師
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兼 1

兼 1

兼 7

助　手

専任教員等の配置

専
　
門
　
分
　
野
（

次
頁
へ
続
く
）

自　由
備　　　　考

教　授 准教授 講　師 助　教

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

必　修 選　択

家族看護論 2前 2 5 4 精神看護学領域の内容を他科目（精
神看護学）で実施するため一部担当
教員の適用を除外し、精神に伴う家
族看護の課題を整理。（27）

4 2

32

3

ｐ 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　教授　奥原秀盛（成人）

　教授　増田元香（老年）

　准教授　稲毛映子（地域）

　准教授　土谷朋子（精神）

授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（29）
　教授　五十嵐愛子（精神）

在宅看護論 3前 2 5 1 4 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　教授　奥原秀盛（成人）

　教授　中村由美子（小児）

　教授　横田素美（基礎）

　准教授　土谷朋子（精神）
　助教　山下明美（成人）

専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）

授業内容の充実を図るため、専門性
の高い兼任教員を追加（29）
　大金ひろみ

授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（29）
　教授　五十嵐愛子（精神）

4 3

1

外来看護論 3前 1

2前・後

1 2 2

母性看護学 2前 3 1 1 2 時間割調整の結果、開講時期を変更
（27）

時間割調整の結果、開講時期を変更
（28）2後

授業内容の充実を図るため、専門性
の高い兼任教員（産婦人科医）を追
加（28）
　医師　竹内正人（産婦人科）

専任教員の退職に伴う変更（28）
　古川奈緒子（助教）
　→藤田里子（助教）
　　（平成28年6月1日付採用）

小児看護学 3前 3 1 1 2 授業内容の充実を図るため、兼任教
員を追加（28）
　医師　今井耕輔（小児科）
　医師　鹿島田健一（小児科）
　医師　金兼弘和（小児科）
　医師　滝敦子（小児科）
　医師　田中絵里子（小児科）
　医師　土井庄三郎（小児科）
　医師　馬場新平（小児科）

兼任教員の退職に伴う変更（29）
　馬場新平→森山剣光

精神看護学 3前 3 1 1 1 専任教員（教授）の就任辞退による
変更。第三年次中（平成28年度中）
までに後任（同領域・同職位以上）
を採用する予定。他に担当教員が2名
いるため授業に支障はない。5月1日
現在、教員審査の書類選考ならびに
面談選考は通過しており、人事教授
会と理事面談の結果により採用を決
定する予定。（28）

専任教員就任に伴う変更（29）
　五十嵐愛子（教授・精神）

1

老年看護学 3前 3 1 3 専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）
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助手の休職（29）

助手の休職（29）

助手の休職（29）

兼 1

助　教 助　手

専
　
門
　
分
　
野
（

次
頁
へ
続
く
）

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

1 2 2 1

2

公衆衛生看護学概論 3前 2 1 1 1 助手の退職に伴う変更。貞廣彩子
（助教）を追加。（28）

公衆衛生看護活動論 4前 2 1 1 1 助手の退職に伴う変更。貞廣彩子
（助教）を追加。（28）

公衆衛生看護管理論 4後 2 1 1 授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（28）
　助教　貞廣彩子

成人看護学実習Ⅰ(クリティカル) 3後 2

成人看護学実習Ⅱ(慢性期) 3後 2 1 2 2 1

老年看護学実習 4前 3 1 3 専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）

外来看護学実習 4前 1 1 2 2 1

母性看護学実習 3後 2 1 1 2 専任教員の退職に伴う変更（28）
　古川奈緒子（助教）
　→藤田里子（助教）
　　（平成28年6月1日付採用）

小児看護学実習 3後 2 1 1 2

精神看護学実習 3後 2 1 1 1 専任教員（教授）の就任辞退による
変更。第三年次中（平成28年度中）
までに後任（同領域・同職位以上）
を採用する予定。他に担当教員が2名
いるため授業に支障はない。5月1日
現在、教員審査の書類選考ならびに
面談選考は通過しており、人事教授
会と理事面談の結果により採用を決
定する予定。（28）

専任教員就任に伴う変更（29）
　五十嵐愛子（教授・精神）

1

公衆衛生看護学実習 4前 4 1 1 1 助手の退職に伴う変更。貞廣彩子
（助教）を追加。（28）

産業保健看護学実習 4前 1 助手の退職に伴う変更。貞廣彩子
（助教）を追加。（28）

1 1 1

授業内容の充実を図るため、専任教
員を追加（27）
　専任　増田元香（教授）を追加
時間割調整の結果、開講時期を変更
（27）

2前

看護研究概論 2後 1 2

1

看護管理学 4前 2

6チーム医療論Ⅰ 4前 1 7 13 助手の退職に伴う変更。貞廣彩子
（助教）を追加。（28）
専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）
専任教員の退職に伴う変更（28）
　古川奈緒子（助教）
　→藤田里子（助教）

助手の退職ならびに休職（29）

専任教員就任（29）
　五十嵐愛子（教授・精神）

専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）

時間割調整の結果、開講時期を変更
（29）

6 34後
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兼 1

兼 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　

助　手

専任教員等の配置

専
　
門
　
分
　
野

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

准教授 講　師 助　教

6 7 13 2

4通

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　　

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

チーム医療論Ⅱ 4後 1 助手の退職に伴う変更。貞廣彩子
（助教）を追加。（28）
専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）
専任教員の退職に伴う変更（28）
　古川奈緒子（助教）
　→藤田里子（助教）

助手の退職ならびに休職（29）

専任教員就任（29）
　五十嵐愛子（教授・精神）

専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）

6 3

6 7 13 2

国際看護学 4後 1

4後 2 1 専任教員就任辞退に伴い兼任教員と
して採用（29）
　中山洋子

統合実習 4前 4

災害看護学

助手の退職に伴う変更。貞廣彩子
（助教）を追加。（28）
専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）
専任教員の退職に伴う変更（28）
　古川奈緒子（助教）
　→藤田里子（助教）

助手の退職ならびに休職（29）

専任教員就任（29）
　五十嵐愛子（教授・精神）

専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）

時間割調整の結果、開講時期を変更
（29）

6 3

アドバンス実習 4後 1 6 助手の退職に伴う変更。貞廣彩子
（助教）を追加。（28）
専任教員の退職に伴う変更（28）
　早尾弘子（助教）
　→二宮彩子（准教授）
専任教員の退職に伴う変更（28）
　古川奈緒子（助教）
　→藤田里子（助教）

助手の退職ならびに休職（29）

専任教員就任（29）
　五十嵐愛子（教授・精神）

専任教員の退職に伴う変更（29）
　安藤千晶（助教・老年）
　　→山本晴美（助教・老年）

6 3

7 13 2
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（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

科目科目

必　修

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

計（Ａ）

0

選　択 自　由

[ 　0 　]

設　置　時　の　計　画

科目

変　　更　　状　　況

（２） 授業科目数

0

[ 　0 　]

科目

99

[ 　0 　]

32

[ 　0 　]

科目科目科目

必　修

67

備　　　　　　　　考

99 3267

自　由 計選　択

科目
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 新・文明の旅総合講義 2 1･2･3･4前 一般 選択

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

1

99

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

未開講の理由，代替措置の有無

3年ごとに開講する「大学特別科目」（4
学部共通科目）のため平成26年度は未開
講。平成27年度、平成30年度に開講予
定。（26）
平成27年度は予定通り開講。（27）

平成30年度に開講予定（29）

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

3年ごとに開講する「大学特別科目」（4学部共通科目）のため、平成28年度は未開講であることを4月
実施のオリエンテーションで学生に周知している。次回は、平成30年度に開講を予定している。（29）

　　　　留意してください。

＝ 1.01

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び
　　　　「学生への周知方法」を記入してください。
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